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研究成果の概要（和文）：海外学習機会の「多様化」と「大衆化」が進む中で、学生の「学び」をどう可視化し、学習
成果をどう評価するか、が喫緊の課題となっている。欧州や北米においては、履修科目数、学習時間数などのアウトプ
ット評価ではなく、実際に学生が「何を学び、何ができるようになったか」というアウトカム（学習成果）が重視され
ている。多くの大学でEポートフォリオによる学習成果分析が行われるとともに、学生自身が学習プロセスを振り返る
ために活用されている。本科研では、こうした先行事例から学び、国際教育プログラムの質保証と学習成果分析の実証
究をおこなった。また。Eポートフォリオと活用した学習成果分析の有効性について検証した。

研究成果の概要（英文）：As study abroad opportunities become diversified and more accessible, assessing th
e learning outcomes of those programs has become a critical issue for international educators.  Assessing 
learning outcomes of students in study abroad programs in North America and Europe is widely practiced; ho
wever, Japanese universities still rely on output-based analysis.  The current worldwide trend utilizes an
 e-portfolio system for outcome assessment while allowing students an opportunity for self-reflection.  Th
is research project analyzed recent models of learning outcome assessment and actual e-portfolio usage.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) 海外学習や国際教育の多様化 

海外学習機会が内容・期間の両面で多様化

しつつある今日の日本では、様々な国際プロ

グラムが展開されるようになっていた。文部

科学省による新たな国際化推進事業として

の「グローバル人材育成推進事業」のような

学生の海外学習や語学力を強化する事業が

2012 年に始まることもあり、各大学で従来か

ら実施されている語学研修や協定留学など

に加え、各種の短期派遣プログラム（海外イ

ンターン、国際ボランティア、フィールド・

ワークなど）も実施され、海外学習体験は今

なおさらに多様化していくと思われる。 

 

(2) 海外学習や国際教育の評価の変化 

また、少数の選抜された学生が留学してい

た時代から、広範な学生層に多様な機会が提

供されるようになったことも昨今の大きな

変化である。選ばれたエリートのみが留学し

ていた時代には、留学先で履修した授業科目

数や成績に基づき単位の認定と成績判定が

行われてきた。しかし、今日の大衆化モデル

では、履修した科目数･学習時間数･自習時間

数などを基準とするアウトプット型評価だ

けに依存するのではなく、実際に学生が「学

習体験を通じて何ができるようになったか」、

というアウトカム重視の評価軸が注目を集

めている。この転換は、国際教育の分野とい

うよりも全世界の高等教育機関で質保証の

視点からすすめられている。 

 

(3) E ポートフォリオの運用開始 

このように海外学習が量的に拡大し、いわ

ば留学の「多様化」と「大衆化」が進むと、

質保証の観点から学習成果にかかわるデー

タを質的・量的に把握し評価するツールの開

発が急がれる。E ポートフォリオ（オンライ

ンポートフォリオ）は、欧州や北米において、

学生の「学び」をどう可視化し海外学習体験

での学習成果をどう評価するか、という視点

から注目され、すでに相当数の大学で運用が

開始されていた。日本においては、本科研が

スタートした時点では、教職課程やキャリア

支援の分野などでの実践例がみられたもの

の、限定的な利用にとどまっていた。こうし

た背景の中で本科研は、日本の大学に適合し

た国際教育プログラムの学習成果分析がで

きるEポートフォリオに焦点をあてたプロジ

ェクトとしてスタートした。 

 

２．研究の目的 

(1) E ポートフォリオの検証 

E ポートフォリオの運用が留学など国際教

育プログラムの学習成果把握･分析において

有効であることはすでに言われていたため、

本科研では、高等教育機関における学生の海

外学習体験を可視化するツールとして、Ｅポ

ートフォリオがどのような可能性をもつか

をさらに深く検証することを目的とした。 

 

(2)先行研究の比較分析 

質保証をともなった国際教育プログラム

を推進するために欧米を中心にとりくまれ

ているさまざまな学習成果分析（Learning 

Outcome Assessment）の手法を比較研究した。 

 

(3)学習成果分析の指標と手法を提示 

国際教育プログラムにおける「学生の学

び」を可視化しようとする種々な取り組みを

分析し、日本の大学に適合した学習成果分析

の指標と手法を提示することを目標とした。 

 

３．研究の方法 

(1) Ｅポートフォリオ運用実態調査・分析 

2012年2月に北米調査・豪州調査を実施し、

ジョージタウン大学、ワシントン周辺のバー

ジニア工科大学、中西部のインディアナ大学

パーデュー校インディアナポリス(IUPUI）、

デアキン大学などでのＥポートフォリオの



先進事例としての運用実態を調査した。学生

ポートフォリオの開発者や実践的に運用し

ている研究者を訪問し、E ポートフォリオの

運用にかかわるデータ収集も行った。 

 

(2) 学習成果分析についての先行研究の国

際比較分析・検証 

学生時代に海外学習体験を持つ社会人が

どのようなキャリア形成をとげているかを

追跡調査した研究も欧米では盛んに行われ

ているが、次の2つの調査を中心に分析した。 

①CHEERS（高等教育後のキャリア研究）：欧

州を中心とする 12 カ国の 3,000 人（対象

36,000 人）の大学卒業生を対象にした調査で、

「高等教育」と「雇用」についての分析。 

②グローバル・エンゲージメントのための海

外留学(SAGE)：米国で 2006 年から国務省な

どからの支援を得て実施されたプロジェク

ト。6,000 人以上の海外留学経験者を対象と

するオンライン調査で、「海外経験」と「資

質開発」の関係性についての分析。 

 

(3)E ポートフォリオの運用と改良 

明治大学および協力大学の国際教育プロ

グラムで実際にEポートフォリオを運用しそ

の成果を海外事例と比較する研究を行った。 

 

４．研究成果 

(1) Ｅポートフォリオ運用実態調査の成果 

この調査において、Ｅポートフォリオの運

用の際は、利用者が目的を明確にして長期に

わたって計画的に運用していく必要があり、

学生自身がデータをアップデートすること

が不可欠であることを確認した。キャリア形

成のために学生自身がＥポートフォリオの

データの一部を公開しそれがデータ入力の

インセンティブになっている事例は多い。 

これらの調査結果を踏まえて、国際教育プ

ログラムにおける学習成果の指標案を策定

し、明治大学でのシステム開発に活かし、

2012 年度に「国際キャリア特論」の受講者を

中心に、授業の一環としてポートフォリオを

作成することを課し試験運用を開始した。 

 

(2)先行研究調査から得た成果 

先行研究の調査から、留学直後だけに実施

するアンケートでは、留学の効果を十分に分

析することは困難であることが分かった。並

行して評価指標の比較・検証の結果、下記の

活用を考えることにした。 

① ルーブリック（評価基準表）の活用 

AAC&U (Association of American Colleges 

and Universities)が作成した異文化バリュ

ー・ルーブリックを翻訳して分析した結果、 

長期にわたった学生の意識変化、学びのプロ

セスを把握するうえで、ルーブリックなどを

設定し自己評価を行わせると成果の段階的

な分析に役立つことが有効であると結論付

けられた。したがって、独自に開発した異文

化適応ルーブリックを東洋大学国際地域学

部の二つの授業で利用し、学生自身と教員の

学生へのフィードバックに活用している。 

②IDI（The Intercultural Development 

Inventory）の活用 

異文化適応テストの一つである IDI は、学

生の異文化適応を分析するために開発され

たテストで、学生の留学前･留学後に実施し

て、留学体験の効果測定に使用されることが

多かった。本科研では、Ｅポートフォリオに

おける定期的な「自己診断」として IDI を導

入して運用したところ評価指標としての重

要性がわかったため、2013 年度東洋大学国際

地域学部で海外研修や長期留学に参加した

学生に対して、出発前後にそれぞれ IDI を実

施することにした。この IDI の結果に関して

は、他大学での利用実績と比較に加え、学生

へのフィードバックをおこなっている。 

 

(3)E ポートフォリオの本格的運用と改良 

このように、学生自身が自分の異文化理解



度を自己分析できるようなチェックリスト

を装備することの意義を確認できたため、

IDI の結果をポートフォリオ上で蓄積するな

どシステム改良を行った。 

またこれにより、卒業後も長期にわたり

個々の学生の意識把握や学生や社会人のキ

ャリア形成プロセスを追跡することができ

る。これを発展させれば、留学後 5 年･10 年

を経過して、留学体験が個人のキャリア形成

や人格形成にどういうインパクトを持った

かの調査が可能になることが確認できた。 

2013年4月からはこれまでの研究の成果を

活かして、明治大学･東洋大学で E ポートフ

ォリオの運用を推進した。つまり、明治大学

における試験運用に加え、東洋大学では国際

地域学部の 1，2 年生を対象に E ポートフォ

リオが本格的に導入され、約 1800 名の海外

学習実績、外国語学習履歴、国際的な活動、

異文化理解にかかわる学習履歴などのデー

タを蓄積するとともに、学生自身が学習履歴

を自己評価し振り返る機会を提供している。 

前述した「グローバル人材育成推進事業」

の採択を受けた 42 大学の半数以上が学習成

果分析のためにポートフォリオの活用の実

施や準備を行っているため、本研究の成果が

活用されることを期待している。 

 

(4)研究発表等例 

①2011 年 9 月コペンハーゲンで開催された

EAIE 年次総会で、学習成果分析に関連するワ

ークショップに参加するなど調査行った。 

②2012 年 5月学習成果分析、ポートフォリオ

の専門家（Darla Deardorff：AIEA 事務局長、

Susan Kahn：インディアナ大学パーデュー校、

Beverley Oliver：デアキン大学教授）を招

聘して国際シンポジウムを開催した。 
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